
課題名：プロペンシティスコア解析を用いた急性胆嚢炎に対する腹腔鏡下胆嚢摘出術における予

防的ドレーン留置の臨床的意義に関する検討 

 

<目的および概要> 

胆嚢結石症に対する腹腔鏡下胆嚢摘出術 （Laparoscopic cholecystectomy，LC）における予防

的腹腔内ドレーン留置は必ずしも必要ないとされているが，急性胆嚢炎に対する LC における予

防的腹腔内ドレーン留置の意義については，十分に明らかにされていない．今回，当院における

急性胆嚢炎に対する LC におけるドレーン留置の有無別の手術成績を評価し，その臨床的意義

について検討する． 

 

<研究方法> 

2017年 1 月から 2021年 12 月までに当科で行った LC 症例 562 例中，急性胆嚢炎に対して施行

した LC106例を対象とした．ドレーンを留置した 90例（留置群）と留置しなかった 16例（非留置群）

の患者背景，手術因子，また術後アウトカムとして表層 SSI（Clavien-Dindo分類 Grade I以上）発

症率，腹腔内感染を疑い施行した CT 施行率，術後抗生剤投与期間，および術後在院日数を比

較検討した．次に，プロペンシティスコアによる 1：1 マッチング法（PSM）により，背景，手術因子を

揃えた各群 16例ずつの割付を行い，同様に術後アウトカムを比較検討した． 

 

<研究成果発表> 
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<問い合わせ先> 

本研究に関するお問い合わせや診療情報の利用を望まれない方は，下記までご連絡下さい． 
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